分析研究課題の募集：EASS 2008
	1．募集の目的

	


JGSS研究センターでは、社会科学諸分野の研究者が温めている研究課題を募集し、それぞれの研究課題を集約した全国調査および国際比較調査を実施しています。今回募集するのは、EASS 2008（East Asian Social Survey 2008）の分析に関する研究課題です。EASS 2008は、韓国・台湾・中国の研究機関と共同で実施した比較調査で、「東アジアの文化とグローバリゼーション」をテーマとしています。
本センターでは分析研究を公募することにより、調査データの活用を促進し、実証的な社会研究の発展を目指しています。比較調査の二次分析には困難が伴います。優れた分析案をご提案いただければ、分析の進行をサポートするとともに、研究成果の報告のための旅費等を支援します。ふるってご応募ください。

	2．EASS 2008「東アジアの文化とグローバリゼーション」の概要

	


EASS 2008は、それぞれの国・地域における以下の全国調査に共通の設問モジュールを挿入することで比較データを収集しています。
	
	日本
	韓国
	台湾
	中国

	実施調査名
	Japanese General Social Surveys
	Korean General Social Survey
	Taiwan Social Change Survey
	Chinese General Social Survey

	実施時期
	2008年10～12月
	2008年6～8月
	2008年7～9月
	2008年9～12月

	調査方法
	面接・留置法の併用
	面接法
	面接法
	面接法

	調査対象
	20～89歳の男女
	18歳以上の男女
	18歳以上の男女
	18歳以上の男女

	抽出方法
	層化2段無作為抽出
	層化3段無作為抽出
	層化3段無作為抽出
	層化4段無作為抽出

	計画標本
	4,003
	2,500
	4,601
	6,300

	有効回答数
	2,160
	1,508
	2,067
	3,010


調査票をよく確認し「EASS 2008 関連研究一覧」（本募集用紙の別頁）を参照した上で、未開拓の分析計画をご提案ください。
EASS 2008は、主に以下の調査トピックを含んでいます。

・価値観（伝統家族規範・調和重視・集団主義・権威主義・不確実性の回避）

・文化行動
・伝統的な迷信行動
・友人に求める特長
・地域的なアイデンティティ
・娯楽活動
・メディア利用
・他の国/地域との接触
・他の国/地域との社会的距離
・移民への意見
・グローバリゼーションへの態度と評価
・社会ネットワーク
・英語の利用
・基本属性（本人と配偶者の年齢・学歴・職業・収入、世帯収入、宗教、階層意識、居住地の人口規模）
	3．応募資格

	


大学その他の研究機関の研究者、または大学院生（分野は問いません）

	4．応募方法

	


応募用紙に、氏名等、研究課題、想定する分析のモデル、研究に関連する参照文献、JGSSデータの利用経験、これまでの社会調査の経験を明記して、下記のJGSS研究センターまで、メールに添付して提出して下さい。説明のために別紙を追加していただいてもかまいません。
	5．受付期限及び提出先

	


■受付期間：2010年2～8月まで、毎月25日締切で審査
（第1回締切2010年2月25日，第2回締切2010年3月25日，……）
■提出先：〒577-8505大阪府東大阪市御厨栄町4－1－10　大阪商業大学JGSS研究センター
E-mail: jgss@daishodai.ac.jp
	6．選考方法と発表

	


JGSS研究センターの運営委員会において審査を行います。審査結果は、各締切日の翌月15日までに応募者全員にお知らせします。
	7．採択者の義務およびJGSS研究センターからのサポート

	


■JGSS研究センターの共同研究者として、嘱託研究員（無給）になっていただく必要があります（大学院生の場合は、JGSS調査研究奨励プログラムの参加者となります）。
■センターで開催する研究会に参加いただき、分析の経過をご報告ください（旅費支給）。

■電子メールおよび研究会での情報共有や議論を通して、分析を進めるためのサポートを受けられます。

■学会等で研究成果を報告する際に、旅費の支給を受けられます（予算制限内で海外報告を含む）。
■センターの施設・設備が利用できます。

■最初の成果は、2011年3月に刊行予定の『JGSS研究論文集』（2011年1月原稿締切）にご執筆ください。
論文集刊行までの間は、研究成果の発表は学会大会等での口頭報告に限り、他の雑誌等に当該研究課題の成果論文を掲載することはできません。
	お問い合わせ： 大阪商業大学JGSS研究センター （できるだけ電子メールにてお問い合わせ下さい）
Tel：06-6785-6013／Fax：06-6785-6011

http://jgss.daishodai.ac.jp
E-mail：jgss@daishodai.ac.jp
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